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現代中国における日本語専攻大学生の「日本」イメージ 
                                見城 悌治 
要旨 
中国国内で日本語を専攻する大学生の「日本」イメージは、「桜」「富士山」 
また戦争等に関わる「歴史認識」だけでなく、それ以上に日本の現代社会・文化 
などの多方面にそのイメージが広がっていることが明らかになった。また彼らが 
「日本について学びたいこと」も、伝統文化だけでなく、現代社会・文化への興 
味関心が高かった。来日した中国大学生への教育も、こうした現実を踏まえて教 
材等を検討していく必要があるだろう。 
 
はじめに 
 2006 年５月現在、日本で学ぶ留学生の数は 117,927 名となったが、その総数の三分の
二にあたる 74,292 名は中国留学生である。中国留学生が全体に占める比率は一貫して高
く、「21 世紀初頭には留学生を 10 万人受け入れる」という国策の達成が、一時期危ぶま
れていたのを、2005 年 5 月には過去最高の 121,812 名まで押し上げたのは、中国留学生
の急増に他ならなかった。2006 年はそこから 3,885 名の減少（3.2％減）となったが、中
国留学生数の減少はそれを上回る 6,300 名であった（中国留学生数は前年比で 7.8％減）。
すなわち、中国留学生を除いて計算すれば、実質 2,415 名増であったことになる(１)。 
このように、日本の留学生受け入れ総数については、中国留学生の動向が直接的に影
響している現状がある。「10 万人受け入れ」達成後は「量から質への転換」が叫ばれつ
つあるが、留学生に対する「日本事情」等の導入的教育を考える際に、圧倒的多数である
中国学生に対する理解を深めていく事は重要な課題の一つである。 
 一方、近年の日中関係は、小泉純一郎前総理の靖国参拝などから不安定な状況が続き、
とりわけ 2005 年春には「反日デモ」が中国の一部地域で起き、日本社会に複雑な反響を
呼び起こしたことは記憶に新しい。また、こうした政治的不協和音とは別に、沿岸地域を
中心とした急速な経済発展が日本との関係性を一層強める状況はますます進行しており、
「政冷経熱」との言葉さえ生まれたのは周知の通りである。 
 こうした状況下の 2006 年２月に、筆者は、中国・湖南大学(２)および上海師範大学(３)
を訪問し、日本語専攻大学生に対する「日本語」や「日本概況（日本事情）」の授業を見
学する機会を得た。さらには、両校と華東理工大学(４)の日本語専攻学生を対象に、「日
本」をめぐるアンケートを取ることを得た。本稿はそのデータを分析紹介し、「現代中国
の日本語専攻大学生」が「日本」に対し、どのようなイメージを有しているのか、また
「日本」について学びたいものは何なのかを明らかにし、日本に来日した中国人留学生の
教育指導の基礎資料とすることを目的とする。 
 なお、近年、大森和夫・大森弘子が、中国大学生の日本語学習者を対象にして、1999
年から 2005 年にかけて行ったアンケートを分析した著作を発表している(５)。こちらは、
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３万人近いデータから成っており、大いに参照するに足るものである。したがって、本稿
後半では、大森レポートとの異同についても言及していきたい。 
 
１、アンケートの概要 
 今回のアンケートは、2006 年 2 月下旬に中国湖南省長沙市の湖南大学、上海市の上海
師範大学および華東理工大学で行った。その質問項目は以下の通りである。 
○属性 
  性別、学年、出身省・市、日本に行った経験の有無。 
○質問項目 
 ①あなたが「日本」と聞いてイメージするものを、自由に書いてください（複数あげて
くれても良いです）。 
 ②あなたが「日本」について、学びたいのは、どのような内容ですか。以下から選んで
ください。 
1）日本の伝統文化、2）日本の現代文化、3）日本の歴史、4）現代日本の政治、 
5）現代日本の経済・産業、6）その他、7）特別に学びたいことはない。 
②については、具体的に想定している内容があれば、それも記載する事、また複数選択を
可とし、その場合は学びたい優先順位を付ける事を指示した（末尾に資料として添付）。 
 このアンケートは、対象者が日本語専攻生であるため、原則的に日本語の質問紙に対し、
日本語で回答してもらう形式をとった。しかし、日本語力がまだ低い１年生等へ配慮して、
中国語での質問紙も作成したが、実際にそれを使用したのは、湖南大学の一部学生（19
名）だけである。このアンケートの実施と回収には、湖南大学では張佩霞先生ほかに、上
海師範大学では呉偉民先生に、華東理工大学では蒋青先生に、それぞれ協力いただき、総
計 211 名からの回答を得た（表１）。 
 対象者の属性等については、表２～５に挙げている。回答者の学年は、基礎的な日本語
力を習得している３年次が最も多かった（48％）。男女別では女性が 74％と四分の三を
占め、日本語専攻生の大半が女性であると分かる。また渡日経験があると答えたのは、9
名（4％）であった。その多くは、湖南大学生が協定校である千葉大学に短期留学した経
験である。また、出身地は全国にわたるものの、上海出身者が 44％を占めている。これ
は、湖南大学、華東理工大学が全国の学生を受け入れているのに対し、上海師範大学は市
立大学であり、学生募集を市内出身者に限定していることが最大の理由である。なお、本
稿中では、上海出身者とそれ以外の学生との回答の違いについても、若干言及していく。 
  
２、アンケート回答の実際 
（１）「日本」イメージについて 
 「複数回答も可」とした自由記述としたため、きわめて多様な言葉が溢れた。そこで、
本稿では、表記は多少異なっても同じ内容を示すと筆者が考えた回答を同じカテゴリーに 
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[表１] 大学別 回答人数           
大学名 人数 比率
湖南大学  （長沙市） 91 43%
上海師範大学（上海市） 54 26%
華東理工大学（上海市） 66 31%
  総計 211 100%
 
[表２] 学年別 回答人数 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[表３]性別 回答人数 
性別 人数 比率 
 男 50 23.7% 
  女 157 74.4% 
無記載  4 1.9% 
総計 211 100 % 
 
[表４] 
渡日の有無 人数 比率 
あり   9 4.3% 
なし 198 93.8% 
無記載   4 1.9% 
総計 211 100 % 
 
 
 
 
 
 
 
[表５]出身地別 一覧 
出身地域 人数 
上海市 93 (44%) 
湖南省 40 (19%) 
浙江省 8 
江蘇省 5 
河南省 5 
河北省 4 
吉林省 4 
山東省 4 
天津市 4 
黒龍江省 3 
遼寧省 3 
陝西省 3 
江西省 3 
四川省 3 
福建省 3 
広西チワン族自治区 3 
広東省 3 
北京市 2 
湖北省 2 
安徽省 2 
甘粛省 2 
寧夏回族自治区 2 
海南省 2 
山西省 1 
内蒙古自治区 1 
貴州省 1 
新疆ウイグル自治区 1 
無記載 4 
総計 211 名 
 
 
 
 
 
 
 
学年 人数 比率 
1 年 49 23.2% 
2 年 41 19.4% 
3 年 101 47.8% 
4 年  9 4.3% 
5 年   1 0.5% 
修士 1 年   5 2.4% 
修士 2 年   5 2.4% 
 総計 211 100 % 
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入れた。また複数回答をした学生も多かったが、その場合は、一つの回答だけを取りあげ
るのでなく、それぞれの言葉ごとに、適合するカテゴリーに振り分ける形を取った。そし
て、それらの小カテゴリーを、さらに、「自然環境」「伝統文化」「食文化」「国民性」
「現代日本政治」「日中関係」「歴史認識」「現代日本社会」「現代日本文化」「スポー
ツ」「地名など」「千葉大学留学」の 12 の大カテゴリーに統合整理した。 
 「現代日本政治」「歴史認識」「日中関係」、さらには「現代日本社会」の大分類は、
部分的に重なり合う回答（言葉）が含まれ、カテゴリー分けに困難を感ずるところ大であ
った。しかし、昨今の日中間の不協和音がどのような影響を与えたのかを知りたいなどの
理由で、こうした分類とした。また「伝統文化」と「食文化」なども近接する領域だが、
別立てにした。 
 これら 12 のカテゴリーとその回答内容については、図１および表６（①～⑫）として、
回答が多かった順に整理して挙げた。以下、簡単に紹介していく。 
 
[図１]現代中国の日本語専攻学生の「日本」イメージ 
 
① 自然環境 
211 名のうち 160 名が、自然に関わる単語を記し、カテゴリー別の第一位となった。そ 
[表６－①]自然環境 76％（160 名） の中で最も多かったのは、桜の 59 名で、全
体の 28％がこの言葉を記したことになる。
富士山も 34 名（同 16％）から回答を得た。
富士と桜は、日本の表象として、対外的な広
報写真、イメージ映像でしばしば使われてい
るので、当然の結果とも言える。しかし、そ
うした意味から言えば、回答数が案外少なか
桜 
富士山 
美しい風景 
小さい、狭い 
島国 
海 
紅葉・地震 
59 
34 
28 
15 
14 
 4 
 2 
 1 漁業・青空 
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ったと評せられるかもしれない。 
 
② 現代日本社会 
 これらの関連事項は 149 名が答えている。富士や桜が、創造されたシンボルあるいは 
茫漠としたイメージの典
型とすれば、この項目へ
の記述は日本社会に対す
る現実的関心の高さを窺
わせるもので、第二位に
入った事実は、改めて認
識されるべきであろう。 
 その多くは「経済発
展」「経済大国」「電子
製品の優秀さ」「科学技
術発展」等のプラスイメ
ージである（89 名；42％）。一方、少数ながら「働き蜂」「過労死」「物価高」など、
日本社会が抱えている問題点を捉えている学生がいることも押さえておきたい。 
また、１名ずつだけではあるが、「平和を守る」「環境保持」など、現代日本が世界
に積極的な貢献をしうる内容を高評している学生もいた。 
[表６－②]現代日本社会 71％（149 名） 
45 
25 
経済発展 
電子製品 
科学技術 19 
アジアの強国 7 
6  繁華 
豊か・金持ち 5 
働き蜂・会社への奉仕  4 
新幹線、車（産業）、ソニー 3  
 2  ディズニーランド、現代的生活・文化、先進的、物価
高、自殺・過労死、ストレス、パナソニック、NHK 
経済的不景気、地下鉄、多くの行楽地、携帯電話、環
境保持、平和を守る、高齢化、人口密集、東芝、 
トヨタ、会社、ロボット産業 
 
 1 
 
 
③ 現代日本文化 
 「漫画、マンガ」と「アニメ（動漫）」を分けずに一項目に分類したところ、72 名
（34％）となり、筆者による小分類では、回答者の最高値となった。桜の 59 名を超えて、 
[表６－③]現代日本文化 64％（134 名）
72 
13 
中国の若者にとっての「日本」イメージ
は、古典的な風景というよりも、もはや
漫画、アニメなのである。また木村拓哉
などのＴＶアイドル、浜崎あゆみなど
J-POPの旗手も挙げられている。実際に、
上海などのレコード店・書店等に行くと、
日本の作品が溢れており、この結果は首
肯できるところである。また日本のファ
ッションにも関心をもつ学生も少なくな
い。現代文化は容易に国境を超えている
のである（６）。 
④ 国民性 
 「国民性」という名づけが適切かは迷うところもあるが、中国学生が「日本人の性格」 
10 
5  
4 
2  
1 
 
漫画・アニメ 
ドラマ・映画 
服装・ファッション、ゲーム機 
アイドル・スター 
歌（J-pop） 
宮崎駿 
化粧品、整形手術、江戸川乱歩、黒
澤明、スラムダンク、小丸子（ちび
まる子）、ドラえもん、浜崎あゆ
み、梶原由紀、木村拓哉、ＫＡＴ－
ＴＵＮ、ラルク・エン・シエル、
Dir.Engrey、GLAY、AV 
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[表６－④]国民性 43％（90 名） 
20 
15 
として認識している言葉を
この分類に入れた。「まじ
め」「優しい」（７）など
の好意的評価がほとんどで
あり、面映ゆくもある。マ
イナスイメージ（傲慢、男
尊女卑など）は、少数派で
あった。 
礼儀・挨拶 
まじめ 
勤勉、優しい、女性が優しい 5 
集団意識、団結、粘り強い、友好的庶民 4 
男尊女卑、人つき合いが慎重 3 
親切、丁寧、相手への気遣い、恥の文化（菊と
刀） 
2 
 
 
 
民族意識つよい、身分意識つよい、傲慢、厳し
い、時間を守る、忙しい、いつも笑顔、感情が細
やか、サービス精神、外国文化をうまく摂取 
1  
⑤ 歴史認識 
2005 年春に、上海を含む中国のいくつかの都市で「反日デモ」が起こったことが、日
本国内で大きく報道された。それらによれば、日本が国際連合・安保理の常任理事国入り
を目指していたことへの反対、小泉首相による靖国神社参拝などへの批判などが原因とさ
れた。また 2005 年が「抗日戦争勝利 60 年」の節目にも当たることなどが、日本に対す
る歴史意識をより喚起したとの指摘もされていた（８）。 
 さて、それから一年経った 2006 年 2 月末に、筆者が「日本イメージ」についての調査 
を行った訳であるが、「侵略」「靖国神社」
等への回答者は 69 名（33％）であった。こ
の数値が多いとみるか少ないとみるかは判断
に迷うところである。2005 年春の日本批判
の示威行動などを前提に考えれば、少ないと
言ってもよいかもしれない。ただし、回答者
が「日本」に関わりを持っていこうとする意欲を持つ（であろう）日本語専攻学生である
という前提で言えば、現実的な数値ではなかろうか。  
[表６－⑤]歴史認識 33％（69 名）
36 
12 
10 
8 
 
⑥ 伝統文化 
 この項目に分類されるものは、一般的
には西洋社会がオリエンタリズム的な視
線から「発見」したものが多い。「ゲイ
シャ、ハラキリ」などがその典型である。
しかし、現代中国の若者で、こうした観
点からの「日本」イメージをもつ人は少
数派であると言ってよい。中国文化との
類似性などが、その差異化や特化を妨げているのではないだろうか。 
 
2 
1 
侵略・侵略戦争 
靖国神社 
歴史問題 
南京大屠殺（虐殺） 
鬼子・悪魔 
教科書問題 
[表６－⑥]伝統文化 31％（65 名） 
19 和服 
伝統文化 9 
温泉 8 
6 
3 
侍・武士道、畳 
日本語、茶道、歌舞伎、相撲 
1 
 
日本人の精神、忍者、切腹、建築、
こけし 
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⑦ 食文化 
寿司、刺身などを挙げる学生も少なくな
かった。「味千ラーメン」とは上海市内に
ある日本式ラーメンのチェーン店である。
元来中国から伝わってきた麺料理の一つで
あった「拉麺」が、「日本料理のラーメ
ン」として中国で認識・受容されているこ
とは、文化の相互流通の事例として興味深
い。 
[表６－⑦]食文化 22％（46 名） 
日本料理 15 
日本食品・寿司 14 
刺身 5  
ラーメン、味千ラーメン 4 
清酒、和菓子 2 
味噌汁、アサヒビール、うなぎ、
納豆 
1 
 
 
⑧ 日中関係 
「中日関係」「中日交流」などの単語を
書いた学生も少なくなかった。中国社会で日
本語を専攻する学生にとって、両国関係が友
好的に発展することは、何を措いても懇望す
るところであろう。 
 
⑨ 現代政治 
 ⑤の「歴史認識」回答者 69 名については「少ないと言ってよいかもしれない」とやや
躊躇した表現を用いたが、この 20 名（9％）は少ないと断言したい。政治に関し、批判
的否定的単語を挙げてきた学生が少なかったのは、やはり日本語専攻生としての個性が相
当反映されていると見てよいだろう。 
ただ一方では、批判的事項以外でも、「政治」
に関する言葉が「日本」イメージとして挙がって
こないという点も指摘できよう。「現代日本社
会」項目に分類した「環境保持」「平和主義」
「高齢化」（各１名の回答）が多少関連する程度であろうか。日本側の情報発信の問題も
大きいだろうが、「環境」や「平和」についての肯定的イメージが中国で広がるには、も
う少し時間がかかりそうである。 
 
[表６－⑧]日中関係 10％（21 名） 
9 
⑩ 地名など 
 「その他」項目とせずに、「地名」として
の項目立てをしてみた。「東京」が多いのは
理解できるが、「北海道」を挙げる人が多か
ったのは意外であった。そのうちの数名が
「薫衣草（ラベンダー）が美しい土地」とい
4 
2 
1 
中日関係 
中日交流、中国文化の影響 
一衣帯水 
中日貿易、中国人と同じ 
[表６－⑨]現代政治９％（20 名）
9 
7 
2 
1 
小泉純一郎首相 
悪い印象 
右翼分子 
政冷経熱、魚釣島 
[表６－⑩]地名など ９％（19 名） 
7 
6 
2 
1 
東京 
北海道（のラベンダー） 
大阪 
渋谷、名古屋、飛騨高山、東京
タワー 
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う趣旨を書いており、「（夏の）観光地・北海道」とのイメージが流通していることを知
ることができた。 
 
⑪ 千葉大学留学 
 これも「その他」項目で処理すべき回答
であるが、協定校である湖南大学の学生が、
千葉大学への留学経験への思いを特筆して
いたため、敢えて別立てとした。 
 
⑫ スポーツ関係（表６－⑫） 
これをめぐる回答は意外に少なく、「中
田英寿」と「野球」のみであった（９）。
サッカーについては、2002 年日韓によるＷ杯開催、またこのアンケートを実施した後、
2006 年初夏にはドイツ大会が控えていたのだが、今回はそれらが「日本」イメージと結
びつくことはほとんどなかった。同様に 06 年 3 月には、野球のＷ杯が行われたのだが、
野球への注目は言わずもがな、という状況であった。 
 
（２） 「日本」について学びたいこと 
 
 ２つ目の質問として、「伝統文化」「現代文化」「歴史」「政治」「経済・産業」「そ
の他」の六項目（および「特別に学びたいものはない」）について、学びたい項目の指摘
と学びたいものの優先順位、さらにその具体的内容を書き込んでもらった。 
 それを集計したのが、表７および図２である。優先順位別の人数をそれぞれ挙げるとと
もに、優先順位は措き、項目にチェックした数値の総計を「（中国人学生が）関心を示し
た総数」として示した。 
[表６－⑪]千葉大学留学 １％（３名）
2 
1 
千葉大学に留学した良き思い出 
千葉大学 
[表６－⑫]スポーツ関係 １％（２名）
1 野球、中田英寿 
 
 [表７] 「日本」について学びたいものは何か 
 伝統文化 現代文化 日本歴史 日本政治 経済産業 その他 何も無い 
関心の総数 146  139   92   74   120   48   1 
優先順１位 58   72   29   17    63   15   1 
同 ２位 54   38   13   13    26    7  
同 ３位 20   19   20   16    19    6  
同 ４位 8    6   15   13    10    1  
同 ５位 5    2   14   10     1    5  
同 ６位 1    2    1    5     1   14  
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[図２]中国の日本語専攻大学生が「日本」について学びたいもの 
 
 
「関心を示した総数（関心の総数）」の中で、最も高い数値を示したのは「伝統文
化」である。僅差で「現代文化」、そして「経済産業」が続いた。優先順位を第１位とし
た中での順位を見ると、回答者が最も多くの興味を示したのは「現代文化」で 72 名
（34％）が学びたいと答えている。その次が「経済産業」で 63 名、総合１位になった
「伝統文化」は、こちらの統計では、第３位の 58 名であった。「伝統文化」は、優先順
位第２位の中での首位を占め、54 名が挙げていたため、結果として、総計でトップに浮
上したことになる。「学びたいものはない」は１名のみだった。 
以上から、「『日本』について学びたいものは何か」という問いに対し、「『現代』
の文化や経済産業をまず知りたい」という志向性を中国人学生が持っていることを窺うこ
とができる。もちろん日本の「伝統文化」に対する興味関心が低いわけではない。ただ
「伝統文化」については、「外すことのできない基礎知識」という認識は勿論あるだろう
が、「まず学びたいことは」等の限定を付けると、「現代日本文化」や「産業経済」の後
塵を拝するという現実が、現代中国大学生の認識なのだろう。 
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 以下、各項目に挙げられた具体的内容を列挙しておく（【 】内の数値は回答者数であ
る）。 
１）伝統文化 
【31】茶道、【18】和服・服装、【11】祭り、華道、【9】歌舞伎、日本料理・飲食、
【4】祝祭日、風俗【3】礼儀、俳句、和歌、古典文学、【2】武士道文化、和歌、劇、能、
伝統的踊り、伝統文化と日本人の考えの関連、【1】空手、書道、落語、浄瑠璃、狂言、
相撲、演劇、節日、建築、百人一首、神道、冠婚葬祭、花見、桜と日本人の関係、演歌、
建物、寺、神社、古い時代は中国と共有文化、中国との文化的異同。 
具体的に学びたいものとして、31 名が挙げたのは茶道である。次いで、和服や華道、
また歌舞伎が挙げられた。「日本イメージ」の質問項目では、あまり挙げられることのな
かった伝統文化の定番がここで登場してきている。 
 
２）現代文化 
【32】漫画文化、【10】文学・小説、【6】映画、音楽・J-POP、若者の生活・文化・
価値観、【4】ドラマ、【3】ゲーム、【2】人生観、集団意識、オタク、ファッション、
【1】オペラ、人間関係、日本人の中国観と世界に対する見方、日本語、生活目標、禁忌、
日本人の性格、礼儀、吉本ばなな、演劇、飲食、食生活、教育、生活習慣、日常生活。 
 ここでは「漫画文化」の強い人気を改めて確認できる。また「小説」「J-POP」「映
画」「ドラマ」などへの関心も高い。全体としても、「オタク」を含め、現代日本文化状
況について、広い知識や情報を有していることが分かるであろう。 
 
３）日本歴史 
【7】江戸時代、【5】古代（奈良時代、平安時代、鎌倉時代）、【4】戦国の歴史、
【3】幕末維新、【2】明治時代、日本の経済発展史、日中友好（関係）史、【1】源平合
戦、明治維新以前の歴史、日清戦争、近現代史、歴史教科書、激動の変革歴史、建物、不
愉快な歴史があるから知りたくない。 
戦国時代から幕末維新についての関心が、中国学生にも高いことは、意外であった。
また「日中友好史」を学びたいという積極的な志向も見える反面、「不愉快な歴史だから
学びたくない」という本音も出されている。 
 
４）日本政治 
【10】日中（友好）関係、【7】政府と民衆の中国への態度、【5】政治体制・制度、
【3】日米関係、【2】対外政策の原則、歴史問題についての政府の態度、【1】政策、悪
い日中関係を改善したい、日朝関係、世界平和との関係、ファシズムへの態度、バカな首
相が人気ある理由が知りたい、国民年金制度、自民党の一党政治、自衛隊、侵略を認めな
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い勢力、衆議院内における民主党の位置、靖国問題、歴史教科書、福祉制度、憲法の人権
規定、政治に対する民衆の態度。 
 （１）の「日本イメージ」への回答をめぐる叙述で、「政治」に関する項目が少なかっ
たことを指摘した。しかしながら、「学びたいもの」としては、日本の政党政治の現実や
「国民年金制度」「憲法の人権規定」などを含めた多面的かつ具体的な事項が挙げられて
いる。これも日本語専攻学生の情報収集や興味関心の幅広さを窺わせるものである。 
 
５）日本経済・産業 
【12】電子産業、自動車（産業）、【11】日本経済・企業発展の理由、【8】（高品質
の）電器、【4】貿易、【3】IT・通信産業、【2】ロボット、企業管理方法、仕事の効率、
経営法、【1】日系企業の文化、企業精神、外資、科学技術、ハイテク、先端技術製品、
家電産業、コンピューター産業、化粧品産業、建築、不動産、ソフト、経済政策、農業、
ビジネス、東海石油の開発、日本的経済、捕鯨問題。 
 この項目については、特別なコメントは不要だろう。茶道などの伝統文化が「出来れば
学びたい」項目と言って良いならば、こちらの項目は大学卒業後の就業と密接に関連する、
言わば必修事項に当たるであろうか。 
 
６）その他 
【12】漫画アニメ文化、【4】日本人の発想や考え方、【3】テレビドラマ、【2】地理や
風景、マナーや礼儀、科学技術、日本料理、【1】日本の神学、自然観、日本民族心理、
社会心理、集団意識の強さ、歌、コンサート、紅白歌合戦、ファッション、生活習慣、日
本人とのコミュニケーション、食生活、飲食習慣、日本語、会社の経営法、日本の会社、
デジタル商品、民間風俗、生活に対するまじめな態度、勤勉さ、日本青年の中国への態度、
ドラマの中から生まれた人生観、日本のドラマは、なぜ１週１話の放送なのか、日本の未
成年が飲酒禁止なのはわかるけれど、社会人の飲み会が盛んなのはなぜか、日本のスター
が推薦で有名大学に入れるのはなぜか、日本のリンゴは高い。 
 アンケート紙の分類（答え方）が分かりにくかったためか、他項目に入れてもよい具体
的事項のいくつかが、「その他」項目に書き込まれていた。ただ、自覚的に上記５項目に
当てはまらないと考えた可能性もあるので、敢えてそのままにしている。 
  
３、アンケート結果の分析 
（１）他の調査結果との比較 
①中国人教員、中国人中学生に対するアンケート 
 「日中相互理解のための教材開発」を目的とした、日中の教員と中学生に対する相互理
解の調査アンケートが 2002 年 8 月から 2003 年 3 月にかけて行われている（１０）。ここ
では、中国の教員 263 名と中学生 471 名に対し、「親しみの程度」「興味を持つ事項」
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「人物名」「イメージ」などについて、それぞれ 10 の質問がされている。また、「興味
を持つ事項」については、「政治」「経済」など 12 項目をはじめから設定し、「とても
興味を持っている」「わりと興味を持っている」「あまり興味を持っていない」「興味を
持っていない」の４つの選択肢にチェックさせる方法が取られた。 
その結果、中国教員の間では、「教育」「経済」についての興味度は高い（「とても
ある」「わりとある」を合わせて、前者が 79.8％、後者が 79.9％。以下、同じ。）が、
全般的にはそれほど日本に対する興味はない結果となったと言う。それに対し、中国中学
生は、日本全般に興味を示しており、トップ３のは「自然・観光」（79％）、「現代文
化」（76％）、「教育」（72％）が挙がったと言う（１１）。 
 日本についてのイメージについては、３つ以内で自由記述をさせたところ、記述で最も
多かったのは「いわゆる歴史認識問題に関するもの」であったという。これについては、
編者は「歴史教科書問題、靖国問題などのため、過去のイメージが、現在のイメージと重
なりあったため形成されたとも考えられる」という解説をしている。 
 さらに、編者は「近代化の達成」「小さい島国だが、工業が発展」など、「日本人が予
想する日本という国家・社会イメージが数多く回答されていた」としながら、国家社会に
関わることよりも「日本人イメージについて回答しているものが多かった」との指摘もし
ている。その結果、「礼儀正しさ」「勤勉」などの肯定的イメージと、「ビジネスマンが
悪賢い」「残忍で人間味がない」「中国人を差別軽蔑する」という否定的イメージが入り
混ざって出てきていると見る（１２）。 
このアンケート調査は、日本のイメージをめぐる質問項目については自由記述とした
ためか、回答された事項を統計的に処理し、図表などで示す事をしていない。そのため、
「肯定」「否定」の比率など、全体像が不明なのは残念である。したがって、本稿との比
較を拙速にすることはできないが、こちらの調査では「歴史認識問題」が前面に出ている
こと、それ以外にも「悪賢い」「残忍」など、戦時下の侵略行為に連動する日本イメージ
が少なくない、という程度の指摘はしておきたい。 
 一方、筆者によるアンケート調査は「歴史認識」も多かったが、突出していた訳ではな
かった。また「残忍」などの言葉をもって、日本の「国民性」を語る回答者もいなかった。
こうした結果になったのは、「日本語専攻学生」という性格に由来するものであることは
間違いないところだろう。 
さて「日本語を学ぶ中国大学生の日本イメージ」という観点からは、他の同種の調査
結果があるので、それとの対比を次に行っていきたい。 
 
②中国大学生の日本語学習者に対する大規模アンケート 
「はじめに」にも触れたが、大森和夫・大森弘子が、中国大学生の日本語学習者を対
象にした「日中友好に関するアンケート」を、1999 年から 2005 年にかけ、都合３回行な
い、合わせて 27,187 名からの回答を得ている。その中で、本稿の質問と重なる「日本と
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いう言葉を聞いて、何を連想しますか？」については、第３回目の調査（2004 年 12 月か
ら 05 年 3 月）でのみ尋ねている。 
この時の対象者は、全国 107 大学の 10,370 名（男性 3,016 名、女性 7,354 名）であっ
た（１３）と言うが、回答された単語別の第１位は「戦争」関連で 33％、第２位が「桜」
の 11％、第３位が「漫画」の 3％であった（表８－①）。 
[表８－①] 大森調査による「連想する言葉」ベスト 10 
 
大森によるアンケー 
 回答された言葉 全体比率 見城の比率
※１ ト処理が、本稿のそれ 
と決定的に異なる点が 
一つある。大森の取っ 
た手法は「この質問で 
は、『一つの単語』か 
1 戦争など 30.0％（3109 名） 33％ 
2 桜 10.7％（1113 名） 28％ 
3 漫画 3.4%  （355 名） 34％ 
4 経済大国・経済発
展 
3.0%  （309 名） 21％ 
『短い文』で回答を求 
5 富士山 2.8%  （289 名） 16％ めたが、4062 人（全 
体の 48.4％）が複数 
の言葉を記述した。こ 
れらは『最初に記述し 
6 アニメ 2.6%  （272 名） ― 
7 着物・和服 2.5%  （263 名） 9％ 
8 寿司 2.2%  （231 名） 7％ 
9 勤勉 2.0%  （210 名）  2％ 
10 礼儀 2.0%  （205 名） 9％ た言葉』で集計した 
（p119）」というも 
のであった。これに対 
し、本稿では、複数の
言葉があった場合には、「日本イメージ」の多様な羅列と考え、それぞれをカウントした
ため、総計は 100％を超えている。 
大森が「最初に記述した言葉」を重視し、それのみカウントしたのは一定の合理性が
あるが、回答者側がそれをどこまで意識したかは不明な点も多い。本稿の方法は総花的に
なる嫌いはあるものの、「イメージ」であるが故に、思い浮かぶままに列挙した言葉と見
て、優劣は付けなかった。 
※１ 見城作成の表６に見えた単語の全体比率を挙げた。
なお、見城は「漫画・アニメ」を同じ分類に入れたの
で、大森調査では３と６を合わせた 6％に対し、見城調査
では 34％になる。 
その結果、大森方式だと「戦争」イメージが突出する形になるが、見城方式は「漫
画・アニメ」と「戦争」がほぼ横一線に並び、すぐ後ろに「桜」が付け、少し離れて、 
「経済発展」と「富士山」が追いかける図式になる（表８－①）。また、カテゴリー別の
集計（表８－②）でも、大森と本稿では異なる様子が見えてくる。すなわち、複数回答を
同価値に扱う方式がもたらした結果か否かの問題は残るが、「歴史認識」は圧倒的１位で
はなく、なんと第５位に沈んでしまうのである。 
なお、表８－②の注記にも記しているが、筆者が大森との比較をするための作表を試
みた際、大分類の枠組みや「単語」の分類法に見解を異にする個所が少なくなかった。し
たがって、大森方式との比較は、おおまかな傾向を見るための参考と位置付けざるを得な
い。 
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 以上、大森による大規模なアンケート調査と筆者のそれの異同を見たが、本稿のそ 
[表８－②] 大森調査のカテゴリー別結果 
 大森のカテゴリー 全体比率 見城の比率
1 歴史認識 30.9％（3205 名） 33％ 
2 
れとの違いを、もう一 
点述べておく必要があ 
ろう。   
自然環境・地名 15.6％（1619 名） 71％ ※２
大森のそれは「日本   
3 若者文化 8.4%  （872 名） 64％ イメージ」を問うこと  
4 日本人の性格 6.2%  （646 名） 43％ ※３
を目的とするものでな 
5 日本の経済・技術 5.1%  （528 名） 50％ ※４
く、「日中友好に関す 6 日本の伝統文化 3.3%  （344 名） 31％  
7 日本人の生活・仕
事 
3.0%  （316 名） ―  ※５ るアンケート調査」が 
その表題であった。そ   
8 日本の食べ物 2.7%  （283 名） 22％ 
して、用意された質問 9 日本の社会 1.9%  （202 名） ―  ※６
項目は、「日本に親し 10 日本の国 1.6%  （171 名） 15％ ※７
みを感じますか？」、 11 日本語 0.6%   （64 名） 1.4％ 
12 その他 1.4％ （149 名）  「日本人に親しみを感 
※２ 見城の表６－１と６－10 を足し、「小さい」と「島
国」を減じた。 
じますか？」、「日中 
の相互理解はできてい ※３ 同６－３（国民性）の数値をそのまま充てた。 
※４ 同６－２（現代日本社会）から、該当項目を抜き出
した。 
ると思いますか？」、 
「10 年後の日中関係 
※５ 同６－２（現代日本社会）、６－３（国民性）から
の抽出再編が困難なので、数値化はしなかった。 は？」等であり、その 
※６ ※５と同様。 一つとして「日本から  
※７ 大森がここに入れた「小さい」「島国」「菊と刀」
の比率の総計を出した。 
何を連想しますか？」  
があった。回答者がそ
うした流れの中で、まず「歴史認識」に関わる言葉を、強くイメージした可能性は少なく
ないとも想像している。 
 とは言え、もちろん筆者には、中国側が有する「歴史認識」問題の重さを減じようとす
る意図は全くない。これらの問題については、中国人の批判を真摯に受け止めながら、相
互理解を深め、誤解を減じ合い、友好関係を促進していきたいと考える立場である。 
 しかし、現代日本には、残念ながら、中国からの「歴史認識」に関わる批判に関し、硬
直的強圧的な反発を示す傾向が現れつつある。そうした世論が一定度存在する現在であれ
ばこそ、中国の「日本イメージ」が「侵略戦争批判」一辺倒ではなく、「礼儀」「まじ
め」のようなプラスイメージ、あるいは「ドラえもん」「木村拓哉」のような身近な大衆
文化も十分に浸透し、評価されていることと合わせて見ていく必要を強く感じるのである。
現代文化（とりわけ、漫画・アニメ）等を通じての「日本イメージ」も相当な影響力を与
えていることを看過してはならない、とする所以である。 
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（２）地域別の特性など 
今回の調査対象者の出身地は全国各地におよぶが、上海地域が半分近くを占めていた
ことは先に触れた。そこで、経済発展著しい上海出身者とそれ以外の出身者の「日本」イ
メージについて分けた上でのグラフ化を試みた（図３）。歴然とした違いが見えたのは、
「歴史認識」の箇所である。上海地区が 17％の関心に留まるのに対し、他の地域は 45％
にも上った。その他では「食文化」30％（他地域 15％）、「国民性」49％（同 37％）、
「現代日本社会」77％（同 65％）などに開きが見られた。 
 
[図３] 現代中国の日本語専攻学生の「日本」イメージ（上海地区とその他） 
 
この結果は、やはり上海地域の経済発展に伴う意識変化が反映されているためであろ
う。すなわち、日本語専攻学生の卒業後の就職先として、日系企業を希望する者は多い。
上海地域は中国で日系企業が最も進出している地域の一つだが、他地域出身の学生よりも、
「勤勉」「経済発展」「科学技術」について学んでおきたい、知っておきたいという意識
がより強く、「歴史認識」はそれに反比例して、後景に退いているように思える。また上
海地域出身者の日本の「食文化」への関心の高さも、生活の豊かさに裏打ちされたもので
あるだろう。実際、上海の街中には、日本式ラーメン店や回転寿司店などが多く見られた
が、価格はもちろん高めの設定である。そうしたものと「日本イメージ」が結びつくとこ
ろに、現代中国の若者の対日意識の現在が見えてくるだろう。 
 
おわりに 
中国で日本語を学ぶ学生に対する大森氏の大規模なアンケートは、「日本に親しみを
感じますか？」との質問も用意している。その回答で「親しみを感じる（どちらかと言え
ば、を含む）」とするのは、総計で 53.5％に留まっており、大森氏は「日本への親近感
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の度合いは段々低くなっており、回答者が『日本語を勉強している大学生』であることを
考えると、日本にとって気掛かりな数字、と受け止めなければならない」（１４）との懸念
を示している。この点には、同感である。大森氏は、その原因の大きな要素として、戦後
60 年経過しても不全な部分が多い歴史問題を挙げている。実際に、大森氏のアンケート
などや筆者によるアンケートからも、その事実は明らかで、確かに現実の日中の政治問題
と関わる「歴史認識」を挙げる学生は確かに多いのである（ ）。 １５
しかしながら、「日本」イメージはそこだけに留まらず、漫画アニメ文化を先頭にし
た、きわめて幅広い領域に広がっていることを、合わせて認識すべきであろうとするのが、
本稿の主張点である。現代中国の日本語専攻大学生の「『日本』イメージ」は、多面的な
様相を示していると言ってよい。したがって、彼らのこうした志向を汲み取りながら、
「日本」に関する教育を行っていくことが求められてくるだろう。 
しかし、その一方で、日本人も中国の若者が「日本」に投げかける視線、あるいは学
びたいものが何かを理解し、言わば他者の視点を組み込みながら、自らの「日本」像を再
構築していくような発想を持つ必要があるだろう。ステレオタイプ的なイメージを固守し
ているのは、実は他ならぬ「日本」自身なのかもしれないのである（ ）。 １６
「日中関係」の将来に関しての重要な人材である中国の日本語専攻大学生は、「日本」
に接近するための回路をたくさん持っている。きっかけは「漫画アニメ」でも何でもよい。
ともかく「日本語」学習を思い立った若者たちに、より深い「日本」理解への方向性をど
のように指し示していくのか（１７）。また中国国内で流通する「日本」イメージを、現実
の「日本」にいかに刷り合わせ、どのような軟着陸を図っていくのか。また、その一方で
双方向的な相互の関係性を構築する過程で、「日本」社会自体を我々がどのような方向に
変化させていくべきなのか。本稿は、そうした問題を考えていくための素材を提供したに
過ぎない。 
 
[付記] 
本文中にも記したが、湖南大学の張佩霞先生、上海師範大学の呉偉民先生、華東理工
大学の蒋青先生に、アンケートの実施と回収に関し、協力いただいたことに改めて謝意を
表したい。また、中国人学生に対する「日本概況」授業の実際や学生の「日本」への関心
についての具体的な事例をお話しいただいた湖南大学・篠崎啓史先生、上海師範大学の呉
偉民先生、さらに日本語で作成したアンケートを中国語に翻訳してくれた戴松林氏（千葉
大学大学院文学研究科在籍）にもお礼を申し上げたい。 
なお、末尾ながら、2006 年 2 月の湖南大学・上海師範大学訪問は、「千葉大学 教育
改善を図る取組における教職員海外派遣支援プログラム」から必要経費の支弁を得たもの
であることも付け加えておきたい。 
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１ 日本学生支援機構のホームページを参照のこと
（http://www.jasso.go.jp/statistics/intl_student/data06.html）。 
２ 湖南大学は、国立の重点大学であり、学部生約 22000 名、大学院生約 8400 名が在籍している。人文
社会学・外国語学など 29 の院系を持つ。外国語学院中に日語系があり、一学年およそ 100 名程度の学生
が在籍している（HP；http://www.hunu.edu.cn/index.php）。なお、千葉大学は、1985 年に同大学と大
学間交流協定を結んでいる。学生交流では、毎年６名程度の学部生・院生が１年滞在の留学生として来
日し学んでいるほか、同大を卒業した後、千葉大学大学院の正規生として学ぶ学生も少なくない。 
３ 上海師範大学は、上海市立の大学で、学部生約 21000 名、大学院生約 1800 名が在籍している。教育
学専攻のほか、17 の学院があり、その中の外国語学院に日本語専業がある（HP；
http://www.shtu.edu.cn/）。2006 年 2 月に訪問した段階では、1、2 年次が約 100 名、3、4 年次が約
70 名在籍していた。同校のアンケート協力者は 54 名で、ほとんどが 3 年生である。 
４ 華東理工大学は、国家教育部の管轄下の大学で、学部生約 20000 名、大学院生約 5300 名が在籍。理
学・文学など 11 の学科と 13 の学院からなる。外国語学院中に日本語専業があるが、各学年１クラス
（20～30 名）で総計 100 名程度が在籍している（HP；http://www.ecust.edu.cn/xxgk/xxjj.htm）。 
５ 大森『中国の大学生 2 万 7187 人の対日認識』日本僑報社、2005 年 10 月。 
６ こうした日本大衆文化のアジア流通についての研究は、近年盛んに行われている。主なものとして、
石井健一編著『東アジアの日本大衆文化』蒼蒼社、2001 年、岩渕功一『トランスナショナル・ジャパン
―アジアをつなぐポピュラー文化』岩波書店、2001 年、奥野卓司『日本発イット革命―アジアに広がる
クールジャパン』岩波書店、2004 年、等がある。 
７ 「国民性」のカテゴリー分けで「優しい」と「女性が優しい」が、それぞれ５名いた。女性について
は、「中国メディアが戦争をテーマとして取り上げる場合、日本人女性は大抵“中国人に親切”で非難
の対象にはならない。むしろ、日本女性は侵略戦争の被害者として描かれることが多い」との指摘があ
る（劉志明「中国メディアの伝える日本イメージ」川竹和夫他編『外国メディアの日本イメージ』学文
社、2000 年。 
８ これらの経緯や問題点について分析を加えようとする書物が、その後、複数出版されている。たとえ
ば、高井潔司編『日中相互理解のための中国ナショナリズムとメディア分析』明石書店、2005 年、大石
裕・山本信人編著『メディア・ナショナリズムのゆくえ―「日中摩擦」の検証する』朝日新聞社、2006
年。 
９2003 年 1～3 月に、北京・上海・大連の中学生 471 名に対し、「日本」について行ったアンケートが
ある。その結果によれば、「知っている日本の人物名」の第２位は「中田英寿」であった（18.9％）。
つまり、中田は知られている人物であるのだが、本アンケートの回答としては、ふさわしくないと判断
されただけである。ちなみに第１位は小泉首相で 44.4％、第３位は酒井法子（10.6％）だった。（日本
教材文化研究財団編『日中相互理解のための教材開発に関する基礎的研究』同財団、2004 年）。 
１０ 同上。 
１１ 同上、p183～185。 
１２ 同上、ｐ193～194。戸田善治による解説。なお、「イメージ」に関してのみ、回答された事項を統
計的に処理し、図などで示す事がなされていないため、「肯定」「否定」の比率などは不明である。 
１３ この調査でも、上海師範大学の 156 名（男 45、女 121）、湖南大学の 60 名（男 15、女 45）が、協
力しているが、華東理工大学は対象に含まれていない（大森、p29～31）。 
１４ 大森、p.10。 
１５ 劉志明は、中国でのアンケート調査を駆使し、中国の「日本」イメージについての論文を多く発表
している。近著には、「日中コミュニケーションギャップと情報発信」、前掲『日中相互理解のための
中国ナショナリズムとメディア分析』などがある）。1998 年には『中国のマスメディアと日本イメー
ジ』（エピック）と題する単著を上梓しており、この中で紹介されている調査結果を２つ転記しておく。  
１つは、1996 年に青年層（15000 名）を対象にした調査であり、日本に対する印象が「良い」15％、
「普通」44％、「悪い」41％、「日本から連想するもの」として、「南京大虐殺」84％、「侵略戦争」
81％、「武士道」58％、「さくら」51％、「家電製品」49％、「富士山」48％、などの結果が出ている。
2 つ目は、1997 年に中国人民大学世論研究所とメディア研究所が全国の 3500 名から得たもので、好悪に
ついては「好き」10％、「嫌い」34％、「どちらでもない」51％であった。イメージについては、８つ
の回答カードから選択させたところ、「発展」と「侵略」がともに 29％で、「統制」7％、「伝統」
「改革」「友好」がそれぞれ 6％、「民主」3％、「停滞」1％であったという。 
 これらは 10 年前の調査だが、「侵略」がやや前面に出ながらも、「発展」（家電製品）のイメージも
それに拮抗していた様子が窺える。現在も中国全体として、こうしたイメージはあまり変わっていない
のではないかと思われる。しかし、本稿で見てきた日本語専攻学生の志向は、それと一部重なりつつも、 
「日本」を積極的に学ぼうとしている姿勢がより強くなってきているのである。 
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１６ 筆者は、1997、98 年に日本人学生 207 名を対象にして、「日本文化」のイメージについて、アンケ
ート調査をしたことがある。その結果は、「伝統的なもの」への回答が 71％で、アニメを含む「現代的
なもの」は２％にすぎなかった。この論考で、筆者は日本人自身がステレオタイプの回答に充足してお
り、現代日本に関心を持つ留学生との間に齟齬が生じることへの懸念を示唆し、日本自身が自らのイメ
ージについて、柔軟に捉え直すべき旨を述べた（見城「『日本』というイメージ―日本人学生とアジア
諸国人との比較において」『千葉大学留学生センター紀要』第５号、1999 年）。 
それから、およそ 10 年経ち、現代日本文化がアジア諸国で受容消費されているという事実については、
かなり知られるようになった。しかし「ステレオタイプ」の「日本」像を再強化しようする動きも、国
内で生じている。これは日本だけでなく、中国を含むすべての諸国に言えることであるが、自己表象に
係る特定のイメージをいたずらに固定化し、その結果軋轢を生じさせるのではなく、相関性や流動性の
中で、新たなものを創出していくことが望ましいと考えている。 
１７ 中国の中学生の「日本」イメージを分析した劉煜は、歴史教育によるイメージとアニメなどの現代
文化イメージが乖離し、リアリティに欠ける日本像が流通していることを懸念し、「歴史上における特
定の『日本』を子どもたちに語りつづけるだけでなく、さまざまな視点から日本を解読し、認識させる
ような教育的環境を子どもたちに提供することが必要であろう」と述べている（劉「中国の中学生の
『日本イメージ』と中国の社会科系教科教育における日本学習の新たな課題」前掲『日中相互理解のた
めの教材開発に関する基礎的研究』p266）。共感できる提起である。 
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【参考資料；質問紙】 
現代中国の大学生が有する「日本」観についてのアンケート（2006 年２月） 
  性別（男・女）  学年（  ）  出身省・市 （     ） 
   日本に行った経験 （有・無） 
  
１、あなたが、「日本」と聞いてイメージするものを、自由に書いてください（複数あげて
くれても良いです）。 
 
 
 
２、あなたが「日本」について学びたいのは、どのような内容ですか。以下から選んでく
ださい。 
複数を選んでも良いですが、その時は優先順位を冒頭の（ ）内に入れてください。 
   また、具体的に想定している内容があれば、例えば、「日本の現代文化・・漫画文化 
について知りたい」などと、書いてください。 
①（  ）日本の伝統文化    
〔具体的に     
    
    ②（  ）日本の現代文化    
〔具体的に     
   
   ③（  ）日本の歴史    
   〔具体的に    
     
   ④（  ）現在日本の政治    
〔具体的に    
    
   ⑤（  ）現代日本の経済・産業 
〔具体的に        
 
   ⑥（  ）その他          
〔具体的に       
    
⑦ 特別に学びたいことはない 
 
                       ご協力ありがとうございました 
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【参考資料；質問紙 中文版】 
  关于现代中国大学生的‘日本’观的问卷调查（2006 年 2 月） 
         性别（男*女）   学年（   ）   出生省*市（         ） 
         是否有去过日本的经历  （有*无 ） 
 
  1、你听到‘日本’时所想到的是什么，请随便写。（可以列举多个） 
 
  
 
 
 
  2、关于日本你想学习什么内容，请从下列各项种选择回答。 
      可以选择多项，如果选择多项的话请在（  ）之中标明先后顺序。如果有更具体的内
容（比如‘想了解日本的现代文化* *漫画文化’等等 ）的话也请写上。 
    ①（   ) 日本的传统文化 
 具体 
 
②（  ）日本的现代文化 
 具体 
 
  ③（  ）日本的历史 
具体 
 
  ④（   ）现在日本的政治 
  具体 
 
 
  ⑤（    ）现代日本的经济*产业 
具体 
 
  ⑥其他 
  具体 
 
  ⑦没有特别想学的东西 
 
                                                    谢谢您的合作 
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